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加曽利Ｅ系列の土器群（続）
-加曽利Ｅ式の堀之内式への継承 -

稲村晃嗣

はじめに

　加曽利Ｅ式を継ぐ土器は、称名寺式と一般にはいわれる。それに一考する機会を設けたいというのが本

論の目的である。1985年における称名寺式土器に関する交流研究会では、拙者は称名寺式が成立すること

によって現れた加曽利Ｅ式に見られる変化を述べた（稲村1990）。もとより、称名寺式併行段階まで加曽

利Ｅ式土器が残存する可能性は多くの研究者によって説かれていた。その土器に対する呼称方法も多様で

あり、またその呼称が示す土器群の内容も異なっていた。石井寛氏は、その土器群に対し、便宜的にとし

ながらも、加曽利ＥⅤ式という呼称方法を提案した（石井1992）。

　交流研究会の中では、関東地方の当該地域の土器群に関しては、石井寛氏、鈴木徳雄氏、稲村の３名が

担当することになり、研究会実施および記録集編集の打ち合わせの中でも加曽利ＥⅤ式という名前で拙者

が担当する土器群についても呼称を行っていた。しかし、発表の中ではその名には触れず「加曽利Ｅ系列

の土器群」という言い回しで発表を行った。その後も、当該土器については、公開する文中では加曽利Ｅ

Ⅴ式という名称は使用を控える傾向に置いた。その趣旨は、大別時期の問題をこの名称が持っていると考

えていたからである。称名寺式土器の成立がイコールで縄文時代後期の成立というように関東の多くの研

究者は考えるが、東北地方の研究者は、大木10式の終焉をもって縄文時代後期の成立と考える傾向がある。

この傾向は、今に至るまで解決を見ていないし、東北地方の縄文時代中期末・後期初頭の境界と、関東地

方の縄文時代中期末・後期初頭の境界を時間的に一致させることは至難である。大別時期の中期と後期の

第１図　終末段階の両耳壺
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境界について縄文時代研究全体の中で考えを深める必要がある。今回の発表の中では、近年拙稿を参考に

したうえで縄文時代中期末・後期初頭の土器群を論じた論考の中に加曽利ＥⅤ式（加曽利Ｅ５式）の型式

名を使用する研究者も一定数存在することから混乱を避け、便宜的にではあるが加曽利ＥⅤ式の呼称を用

い以下の議論を行う（太田圭2023他）。なお、以下石井寛氏、鈴木徳雄氏の称名寺式７段階区分を参考に

論じる。

　加曽利ＥⅤ式の定義は、称名寺式の成立に合わせて加曽利ＥⅣ式が変化した土器群で、称名寺式期に継

続した加曽利Ｅ系列の土器群ということになる。

　その場合、称名寺Ⅱ式（称名寺式第６・７段階）の加曽利Ｅ系列の土器群を加曽利ＥⅤ式と呼ぶのかど

うかという問題が生じる。問題点としては、その土器こそが、綱取Ⅰ式なのではないのかという問題である。

　研究史的には拙は堀越正行氏の「施文系統と編年の改正（予察）」（1971）に関心を持つ。かつて、鈴木

公雄氏の「安行系粗製土器における文様施文の順位と工程数」（1969）に関心を持ち、施文順位において、

縄文時代中期末から後期初頭においても有意義な研究ができるのではないかと考えたためである。堀越氏

の当時の論に従えば、器面の擦消しに注目し、加曽利ＥⅢ式の技法が堀之内Ⅰ式の擦消しの技法に続くと

考え、称名寺式に時間的な枠は与えず堀之内式の一つの類型であるとしたのである。研究の現状からすれ

ば、ひとつ前の時代の議論という見方もできるが加曽利ＥⅤ式・綱取Ⅰ式を堀之内１式の同系統の土器群

というとらえ方をすれば、あながち堀越氏の議論も広い地域的視野でみれば参考にできる部分があると考

えられるからである。

　そのようなことから、本論は、加曽利Ｅ系列の系譜はかなりの部分を縄文時代後期前葉の堀之内１式に

継承しているということを述べることを目的とする。

１　終末期の出土の両耳壺について

　第１図4は福島県本宮町高木遺跡出土の両耳

壺である。

　報告書では、拓影の破片資料として掲載され

た（4a・4b）。実見の結果、図のような復元が

可能と判断し再実測・図化した。この個体を注

目したのは、以下の内容による。

a. 両耳壺としてはかなり新しい時期の資料である。b. 両耳壺が中期加曽利Ｅ式に所属する時期から持つ

特色的な要素を具備している。[ 正面中央にモチーフを有する、跳ね上がりのある耳状把手、胴下部の地

文方向が縦位になる ]　c. 出土したのが福島県中通り地方の中央部分にあたる。

（１）終末段階の両耳壺

　第１図に、終末段階の両耳壺をまとめた。この時期の両耳壺が出土するのは、栃木・福島・宮城などで

ある。この時期の両耳壺に見られる特徴は第１図1の宮城県山元町谷原遺跡の事例などを参考にすると次

のような点が指摘できる。

A. 樽型の器形を持つものが現れる

　胴部との水平区画文が、器形が樽型になり把手の位置が相対的に下方になることにより、中央部がせり　　

　あがるようになる。このことにより、正面中央に広い器面空間がうまれ、単位文を施す傾向が強い。

第２図　中期末段階の両耳壺
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B. 正面中央の舌状突起は、胴部の単位文の起点となる（中期の加曽利Ｅ式からの継承）。

C. 中期以降の伝統として、無文部の口縁と平縁の特徴が崩れる。

　正面中央や、把手直上に縦位に隆帯を施すものが現れる。

　（この時期に至るまで、おそらく蓋をして使う道具であったのではないかと推測する。把手上部にひも

をかけ口縁部に張った蓋・膜を縛っていたのではないか。その結果、２個の把手を使い蓋をかけるため、

胴部正面中央が他者に見える器面空間となり、単位文などが施されたと考える。）

（２）両耳壺の器形の変遷

　第３図に、中期末から後期初頭の終末段階の両耳壺の器形の変化をまとめた。また、第２図には中期後

葉の両耳壺の典型例を示した。

　第２図1以前の両耳壺については、小型のものもあり壺状を呈するものも多いことからこの器種には両

耳壺という形式名称が使われていると考えられるが、中期末の両耳壺は、第３図1・2のように鉢状の器形

が多い。口縁の無文部は直立する傾向にある。この段階で、舌状突起が成立していることが重要である。

3の加曽利ＥⅤ式段階になると、口縁の無文部の上下幅が狭くなり内傾する傾向にある。また、4など加曽

利ＥⅤ式中葉から後半段階になると、口縁部無文帯の区画が水平ではなく中央がせりあがるものが現れる。

器形もやや縦長になるものが現れる。5の綱取Ⅰ～Ⅱ式の段階になると、把手の有無以外では、深鉢と変

わらぬ形状となるものが多い。6の綱取Ⅱ式段階の両耳壺は事例は極めて少なく例示した六反田遺跡が代

表資料となる。この段階では、把手の有無のみで深鉢とかわらない器形となる。

　このようにしてみると、両耳壺が加曽利Ｅ式から綱取式または堀之内式へ土器の変遷に大きな役割をな

していたと考えられるのではないかと考える。この点は、太田氏の考察と相応する（太田2023）。

２　栃木県の状況（第４図）

　茂木町の桧ノ木遺跡の加曽利ＥⅣ式以降の加曽利Ｅ系列の土器を見ていく。A6住居では玉抱文の加曽利

ＥⅣ式（① -1）に両耳壺（① -7）が伴う。この段階には、砲弾状の深鉢は伴っていないが、口縁部無文

帯を広くとる器形が存在している（① -4）ことが注目される。A10住居は３段階の資料と考えられるが、

この段階には舌状突起が施される砲弾状の器形の深鉢が存在している（② -2・3）。いわゆる牛蛭式の主

たる分布域の外にある地域でこの器形が成立しており、砲弾状の器形は加曽利Ｅ系列の中で生成されてい

ることが注目点である。両耳壺（② -10）も存在している。A382土坑は４段階の資料と考えられる。称名

寺式も伴い（③ -1・2）、安定して舌状突起を有する砲弾状の深鉢（③ -4 ～ 6）も存在する。両耳壺には

明確に渦文を有する（③ -3）。渦が大形で、モチーフ上端が開放されていることが特徴である。A802土坑

もほぼ同様の傾向である。A291・A423土坑はいずれも、６段階に相当すると考えられる。B596は７段階の

第３図　両耳壺の器形の変遷
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資料と考えられる。栃木県域においては、A291土坑⑤ -2の様に砲弾状の深鉢の地文に縄文が採用されな

いものが増加する傾向がある。また、B596土坑⑦ -1のような地文に格子目状沈線文があることは注目し

たい（第６図B-5-2のようなＸ字状文化した対向Ｕ字文類型の加曽利ＥⅤ式の影響が考えられる）。これら、

６・７段階の土器群が東北地方南部の綱取Ⅰ式と同じ変化をして、第６図 C-8-2・3のような土器へと変

化するものと思われる。

●

第４図　栃木県の加曽利Ｅ系列の土器群とその周辺
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３　福島県の状況（第５図）

　本宮町高木遺跡の遺構出土事例を、時期を勘案し載録した。264住は大木10式中の新段階の資料と考え

られる。加曽利ＥⅣ式併行とみる（千葉県に共伴事例がある）。鰭状の隆帯が３条になる部分がみられる。

232住は２段階の資料と考える。② -1a は岩坪タイプの加曽利ＥⅤ式である。両耳壺が存在する（② -4）。

② -5は、牛蛭式である。様相としては加曽利ＥⅤ式に在地系の牛蛭式が伴っていると見える。229住居は

３段階に相当すると考える。称名寺式（③ -2・3）、両耳壺（③ -1）、関沢類型（③ -4）、対向Ｕ字文のＥ

Ⅴ式（③ -6）など殆ど北関東の加曽利ＥⅤ式と変わらない。240住は４段階の資料と考えられる。称名

寺式に加曽利ＥⅤ式が共伴する。両耳壺も出土する（④ -2）。砲弾状の器形の深鉢（④ -1）も存在する。

260住は５段階の資料と考えられる。⑤ -3の砲弾状の深鉢が特徴的で逆Ｕ字状の添付文が施される（牛

蛭式由来か）。282住は６段階の資料と考えられる。175住は７段階の資料で、⑦ -1a には両耳壺（第７図

D-6-4）に由来する渦文が単位文として擦消し縄文手法で施文される。上記のように当地域の状況は、ほぼ、

加曽利Ｅ系列の変化でとらえられる。

l

第５図　福島県の加曽利Ｅ系列の土器群とその周辺
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４　各地の土器群の推移

前頁まで見たことを踏まえ、さらに先行研究の成果を参考にして北関東から、仙台湾に至る地域の土器

の変遷を図示してみたい。参考にしたのは、上野（2011）、千葉（2013）、江原（2007,2016）、太田（2023）

各氏等の研究である。前項でみたように、綱取式を生成する福島県南部は加曽利ＥⅤ式の段階においては

北関東とほぼ同じ動きをする。綱取Ⅰ式は、大木式の影響下で成立すると考えるより加曽利Ｅ式を基盤と

して成立すると考えたほうが良い。福島県北から仙台湾及び仙台湾以北にかけては、関東の称名寺式７段

第６図　東関東の加曽利Ｅ系列の土器群とその周辺
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階区分を参照しながら土器の配置を行ったが、加曽利Ｅ系列の土器群との十分な前後関係・平行関係の検

討がなされたわけではない（第７図 E・F列）。先ず、下ノ内、六反田遺跡などの後期初頭から前葉の土器

の編年体系を整備し門前式の推移と比較検討を行い、大木10式が変容して形成された後期初頭土器群の解

明を行い、そのうえで南方の土器群との比較検討を行いたく、今後の検討課題を残す。下記の図はおおよ

その変遷を示すが、検証が必要な部分を多く残すため今後検討を深めたい。

●

●

●

●

●

第７図　東北の加曽利Ｅ系列の土器群とその周辺
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５　堀之内１式への継承

　最後に、上記に見たことを踏まえて、堀之内１式の特徴のいくつ

かを加曽利Ｅ式からの継承という観点で見てみたい。

（１）単位文

　堀之内１式土器をみると、初期に４単位、のち３単位の波状口縁

が見られ、その波頂下に単位文が施される場合が多い。　　

　具体的には、佐倉市吉見台（第９図4）の例が挙げられる。単位文

に当初採用されるのは、大小の渦文（+剣先文）である。渦文の由来は、

加曽利ＥⅣ式から続く両耳壺の正面中央の渦文であると考えられる。

また、両耳壺の深鉢化に伴い、胴部の施文空間が下方に拡大し、剣

先文や垂下文が付加される、若しくは渦文自体が縦位に延長されて

描かれるようになる（第８図16）。蕨手文も同様の変化の過程の中に

位置づけられる（第８図13・14）。

（２）垂下文

　また、堀之内１式の文様の特徴の一つに垂下文があげられる。隆

帯が垂下するものについては第６図 C-5-3などが祖型であると考え

られる。Ｈ字状のモチーフが垂下するものについては、第９図6のよ

うな玉抱文が変容したものや、上記単位文の渦文 + 剣先文が細く書

かれたものなどが祖型と考えられる。

（３）Ｘ字状文

　加曽利ＥⅣ式の対向Ｕ字交錯文が、Ｕ字・逆Ｕ字が接触し直線化

して描かれることによりＸ字状文が成立する。称名寺式の中にもこ

のＸ字状モチーフは取り込まれるが、綱取式・堀之内式にも多く採

用される。また、右記Ｆ群の中にもこのモチーフは影響を与え、胴

上部の方形区画の中にＸ字状モチーフが多用される。Ｆ群の方形区

画文自体は第７図 E-5-3のような大木10式系譜の土器に由来するが、

そこに用いられるＸ字状モチーフは、加曽利ＥⅤ式に由来する。袖

窪式とされた土器は加曽利Ｅ式の影響を受けているとすることもで

きる。

（４）Ⅽ群土器

　関沢類型（第６図 C-3-2）は、称名寺式の成立の影響を受けて加

曽利Ｅ式の中に現れた土器群であり、称名寺式より、より周辺地域

へと浸透している傾向がある。これらは、第８図のⅭ群土器に変化

していくと考えられる。従って、これも加曽利Ｅ式の系列の中で変

容し成立していく土器ととらえることができる。

（５）注口土器

　加曽利Ｅ式には瓢型土器が用意され（第６図 C-0-3）、加曽利ＥⅤ

式になっても継承される。さらには、変化して堀之内１式の注口土

器に推移するものと思われる。

（６）浅鉢

　浅鉢は、加曽利Ｅ式の典型的な器形といえるまでには存在していないが、加曽利ＥⅤ式の中にはそれを

見ることができ、堀之内式まで継承する。この状況は、加曽利Ｅ式の中のみの変遷ではなく、大木10式の

浅鉢（第７図 E-0-1、D-1-4・5）の影響を受けていると思われる。

（７）その他

　本論の最初に取り上げた両耳壺は、関東の堀之内式の中には見ることはできない。中期後半以降、分布

域は北遷していくが、関東地方にはその姿は後期前葉にはとどめなかった。飲食儀礼の習慣・習俗が変容

したものと考えられる（鈴木徳雄氏の指摘がある）。

第８図　堀之内１式の６分類
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６　まとめ

  加曽利Ｅ系列の土器群は、上記のように堀之内式の中に多くの影響をあたえているとみることができる。

中期末には、関西の中津式または北白川 C4式の影響を多く受け、関東地方においては称名寺式が成立する。

称名寺式は、関東地方南部から周辺地域に分布を拡大するが、その拡大の先では各地で加曽利Ｅ系列の土

器群が分布を拡大している。称名寺Ⅱ式に至り称名寺式の拡大の勢いが止まるとともに、加曽利Ｅ系列に

つながる土器が分布を拡大する。その土器こそが、関東では堀之内式、東北南部では綱取式となるのである。

第９図　堀之内１式への継承
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